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＊ 2004年6月にﾚｽﾄﾗﾝ街運営を東神開発㈱に移管した立川店の前年数値を調整し、分社4店の売上を含めた

18店計前年対比を実質数値として表記しております。

（前年比％）

＊大阪店には和歌山店・堺店、京都店には洛西店の売上を含む

＊横浜店には港南台店の売上を含む ＊立川店：実質-2.8%

<店舗別>

＜広域事業＞

（百貨店協会商品区分）

＜店頭商品別＞

以　上

　特選衣料雑貨(前年比+4.1%)、婦人雑貨（同+1.3%)が好調に推移、ｸﾘｽﾏｽｺﾌﾚの展開強化により化
粧品（同+4%）や、新規導入ｲﾀﾘｱﾌﾞﾗﾝﾄﾞ「ｷﾀﾞﾙﾄ」などｱｸｾｻﾘｰ（+4%）が牽引した。その他美術（同
+6.6%)も前年を上回った。一方、紳士服（同-4.2%)、婦人服（同-5.6%)、ﾍﾞﾋﾞｰ・子供（同-8.6%)などが低
迷、食料品（同-3.3%)も前年を下回った。

　引続き暖冬の影響により、ｺｰﾄなど重衣料やﾌﾞｰﾂなど防寒ｱｲﾃﾑの動きが鈍く、ｸﾘｱﾗﾝｾｰﾙ待ちも
見受けられ主力商品が低迷した。ｸﾘｽﾏｽ商戦は特選衣料雑貨・婦人雑貨を中心に好調に推移し売
上の回復を見せたが、月末の降雪（関東地区）により客足も鈍り、18店計実質前年比は-2.8%と前年
を下回った。関西地区では11月早期割引ｻｰﾋﾞｽ浸透による歳暮受注前倒しが数値に影響した。
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　法人事業は、新規大型物件の受注増により前年を上回り、通信販売事業は、食料品、紳士衣
料・雑貨は前年を上回ったが、婦人衣料・雑貨、ﾘﾋﾞﾝｸﾞ用品の低迷により前年を下回った。
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　東京店・玉川店・高崎髙島屋などﾘﾆｭｰｱﾙ後の店舗が前年を上回ったが、他店舗は前年を下回っ
た。また東京店ではｸﾘｽﾏｽ企画「ｵﾘｼﾞﾅﾙﾍﾞｱ」の展開や、「先取り福袋」の年内販売、春物早期展開
などが奏効し売上を嵩上げした。
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